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持続可能なリポジトリ運営と地域活性化
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平成２１年度宮崎県大学図書館協議会研修会
「学術情報の保存と公開：宮崎のリポジトリから地域・共同リポジトリまで」
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埼玉県地域共同リポジトリ成立の背景(1)

埼玉県の特徴
（面積: 3,797.25km² 人口: 7,167,956人

 
人口密度: 1,890人/km²)

人口が多く、人口密度は高い。
東京のベッドタウン化。地元意識は希薄。大学は多いが東京に本拠地を

持っている場合も多い。⇒ 地域でまとまりにくい。
伝統文化や地場産業は実はそれなりにある。⇒ 地域再発見

埼玉大学の位置づけ

研究面で旧帝大等には敵わない ⇒ 地域研究機関との提携

財政基盤が弱い ⇒ 地域から協力を得たい

東京に隣接し、私学が発達している環境の中で、地域での存在感は高くな
い ⇒ 地域に貢献し、存在感を高めたい



埼玉県地域共同リポジトリ成立の背景(2)

活発な図書館間相互協力活動

埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA: Saitama Academic Library 
Association)

1988年に設立。現在、45機関（大学・短期大学・独立行政法人）が参

加
相互協力のシンボルとしてのSALA共通閲覧証

総会、研修会、広報誌発行、さらに地域共同リポジトリ

埼玉県立図書館、埼玉県立大学情報センター、埼玉大学図書館の相互協

力
県立図書館の連絡バスを活用した相互協力事業
相互協力の範囲を市町村立図書館にも拡大

図書館と県民のつどい埼玉

大学図書館、学校図書館、公共図書館と市民との交流



SUCRAとは？

• 埼玉大学の機関リポジトリ
 Saitama University Cyber Repository of 

Academic Resources 
（平成20年3月1日 本格運用開始)

• 埼玉県地域共同リポジトリ
 Saitama United Cyber Repository of 

Academic Resources 
(平成20年11月21日 文教大学が参加・運用開始)



今日までの経緯
H19.3 埼玉大学学術情報発信システムSUCRA試験公開開始

H19.10 図書館と県民のつどい埼玉2007（「これからの図書館協力

 

- 地域連携と情報発信の

 推進」報告)
H19.12 SALA第19回研修会「大学図書館の地域連携を考える」（NII村上祐子氏による講演会、

 各大学の情報発信をめぐる事例報告）

H20.3 埼玉大学学術情報発信システムSUCRA本格運用開始

H20.3 埼玉県図書館協会・図書館ネットワーク研修会（NII村上祐子氏による講演）

H20.4 CSI委託事業提案書（領域1）を埼玉大学（代表機関）と文教大学（連携機関）の共同で

 提出

H20.6 SALA第21回総会（埼玉県地域共同リポジトリ形成事業の承認）

H20.9 埼玉県立浦和図書館リポジトリ説明会

H20.9 SALA幹事会（広島県共同リポジトリ実施大学との情報交換会）

H20.10 埼玉県地域共同リポジトリ形成事業協力依頼文書の送付（概要説明、アンケート調査）

H20.11 埼玉県地域共同リポジトリSUCRA運用開始。文教大学の研究成果を登録

H21.1 城西大学の研究成果を登録

H21.4 CSI委託事業提案書（領域1）を埼玉大学（代表機関）と文教大学・城西大学（連携

 機関）の共同で提出

H21.5 SALA第22回総会（埼玉県地域共同リポジトリ運営指針の策定）

H21.10 埼玉県地域共同リポジトリ実務研修会

現在

 

跡見学園女子大学、埼玉女子短期大学、国立女性教育会館が参加準備中



埼玉県立図書館を始めとする県内主要機関と連携
し、埼玉県に関する情報や埼玉県民に役立つ各種
成果物を登録・公開し、地域に貢献する。

SALA（埼玉県大学・短期大学図書館協議会）に加

盟する図書館等の設置者である大学・短期大学等

の教育研究活動等の成果物を登録し、電子的な手

段を通じて内外に公開することにより、社会に貢献

する。（「埼玉県地域共同リポジトリ運用指針」より）

SUCRAの目的

＋

共同リポジトリ

地域リポジトリ



機関リポジトリから地域共同リポジトリへ
 機関リポジトリ＋共同リポジトリ＋地域リポジトリ＝地域共同リポジトリ

地域リポジトリ
地域の情報の蓄積・発信

公共図書館・地域機関との連携

地域共同リポジトリ
大学間連携・地域連携の基盤

としての情報拠点

埼玉から世界へ

連携

同居

１＋１＞２？

県民

県内の機関・団体

地方自治体

県立図書館機関リポジトリ
埼玉大学からの情報発信

共同リポジトリ
サーバの共有とコスト削減
大学図書館間の相互協力



各大学の
ロゴマーク

各大学の
インデックス

 
ツリー

http://sucra.saitama-u.ac.jp/


SUCRAの現状  （2009年10月10日現在)
機関別登録件数

城西大学,

854

文教大学,

147

埼玉大学,

3,328

資料種別 件数

学術雑誌論文(海外) 367

学術雑誌論文(国内) 873

研究報告書 768

研究紀要 1862

会議発表論文 76

学位論文 27

学位論文要旨 195

発表資料 139

一般雑誌記事 10

プレプリント 6

テクニカルレポート 1

データ 44

広報 35

古典籍 7

参加機関
埼玉大学、文教大学、城西大学

参加準備中（データ公開待）
跡見学園女子大学、国立女性教育会館、
埼玉女子短期大学



埼玉大学

リポジトリサーバ
(XooNips)

聖学院大学
リポジトリサーバ

登録・検索・データ交換

地域連携機関
・県立図書館
・各種研究機関

産業界・地域社会へ

Google
J Ａ Ｉ Ｒ Ｏ

 
CiNii
OAIster

国立情報学研究所

リポジトリ構築支援
・研修の実施
・情報の共有

埼玉県地域共同リポジトリ(SUCRA)形成事業

機関別ハーベスティング

文教大学、城西大学、跡見学園女子大学

 
（予定）、埼玉女子短期大学（予定）、国立

 
女性教育会館…

地域活性化
ノウハウの共有

相互啓発

コスト低減 埼玉から世界へ
地域の視認性向上



なぜ地域共同リポジトリを始めたのか？

• 広島・山形等の先行事例

• 地域貢献による大学の存在感発揮
 （埼玉大学の次期中期計画に地域機関リポジトリの形成が盛り込まれる

 予定）

• 埼玉県大学・短期大学図書館協議会（SALA)の活
 動の一環

 （新しい図書館間相互協力、SALAの活動の活性化）

• 県と埼玉大学の関係強化
（埼玉県からの地域情報発信

 
⇒ 地域活性化）

• 機関リポジトリの孤独な運営はきつい
 

⇒ 地域の力
 で乗り越える

 （機関リポジトリは地道で息の長い仕事

 
⇒ ノウハウの共有、相互啓発）

• NIIや大学当局へのアピールによる予算の確保



SUCRAのシステム

XooNIps

• 理化学研究所が開発した、研究資源蓄積・

 共有のためのオープンソースソフトウェア
• 検索、登録、査読、OAI-PMH等の機関リポ

 ジトリとしての基本機能を装備

XooNIps-Library
モジュール

 
・慶應義塾大学が開発
・XooNIpsに図書館に

 適した機能を付加する

 モジュール
・メタデータ・画面・NII対
応

XOOPS
Webサイト構築のためのソフトウェア（CMS)

＋

excel2xoonips LibConcierge

データ一括登録ツール

CiNii⇒XooNips
データ変換マクロ



共同リポジトリシステムとしての特徴

• 同居一体型システム ⇒ 同じサーバ、同じ画面

• 埼玉大学単独の機関リポジトリをシステム改変なし
 に共同リポジトリに転用・展開

 
⇒ 追加費用なし

• 同じシステム（同じ画面）を共有しているという一体
 感 ⇒ 気分の問題だが、コミュニティ形成に重要

• 各機関の顔が見えにくい ⇒ 各機関の経営者・構成
 員への説明、広報効果に難?

• 各機関別の統計が取りにくい
• 短所を補う方法 ⇒ ポータルページ作成、機関別

 ハーべスティング、共同リポジトリ用ツールへの期
 待



機関別ハーベスティング

SUCRA

set
index3:index2888

 

/Public/埼玉大学
index3:index3101  /Public/文教大学
index3:index3375

 

/Public/城西大学

埼玉大学

文教大学

城西大学

機関別検索
機関別統計インデックスツリーによるセット定義





埼玉県地域共同リポジトリの運用

• 埼玉県地域共同リポジトリ運用指針

• 埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA)と埼玉大学の
 共同事業

• SALA加盟館が対象（今後は大学外に対象機関を拡大）

• 参加費用は無償

• システム管理は埼玉大学

• 参加機関と埼玉大学はシステム運営上の基本事項について
 調整・合意

• コンテンツの登録は各機関、何を登録するかも原則として自
 由 ⇒ 各機関の自主・自律

• データ保全（唯一の不安事項）



埼玉県地域共同リポジトリの直接効果

• 資金やノウハウ等の面から二の足を踏んでいた大学が、SUCRAによって機関リ

 ポジトリを立ち上げることができた。

• 地域共同リポジトリの動きに触発された大学が、自ら独自の機関リポジトリを立ち

 上げた。

• 機関リポジトリに対する関心はなく、関係のない世界だと考えていた大学が、

 SALAの事業だからということで興味を持ち、参加に向けて準備を進めている。

• 大学以外の機関も機関リポジトリの考え方に関心を持ち、参画に向けて動き出し

 ている。

• 埼玉大学は、各大学からのニーズに後押しされるかたちで、いくつかのシステム

 改善を進め、信頼性の高いシステム運用に努めるようになった。

• 埼玉大学図書館が、積極的な地域連携・地域貢献を行っていることが大学から

 評価され、次期中期計画には地域機関リポジトリの形成など、情報発信をキー

 ワードとした地域連携が目標に掲げられる予定。⇒ 機関リポジトリ維持・発展の

 ための財政基盤の確立にもつながるか？



埼玉県地域共同リポジトリの副次的効果

• 大学・大学外も含め図書館間の交流が盛んになり、
 埼玉県内における図書館のコミュニティが強化され

 た。
• SALAの活動が活発になり、機関リポジトリ以外にも

 いくつかの事業が動き始めた。
• SUCRAに参加の予定のない大学も含め、多くの大

 学が図書館をめぐる新しい動向に関心を寄せるよう
 になった。

• 大学と地域とのつながりの強化は、大学全体の課
 題であり、図書館の活動は大学全体に貢献してい
 る。



地域共同リポジトリの持続的発展のために

• リポジトリは手をかけて育てていく息の長い仕事。目
 的意識、たゆまぬ工夫、継続性が重要。ノウハウの

 共有、相互啓発が欠かせない。(コミュニティ形成の重
 要性。システムの共有によるコスト削減はひとつの側面に過

 ぎない。）

• 地域共同リポジトリは地域の図書館活動を活性化
 する。

• 地域共同リポジトリは、地域の産業、文化、教育に
 貢献する。⇒

 
地域活性化

• 地域共同リポジトリは地域主権の時代に相応しいリ
 ポジトリ運営のあり方

• 自立（自律）と共同による持続的発展
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